
江
戸
・
大
坂
に
お
け
る
貸
本
屋
組
合
の
成
立

は
じ
め
に

　

名
主
で
あ
っ
た
斎
藤
市
左
衛
門
の
手
控
え
と
さ
れ
る
『
画
入
読
本
外
題

作
者
画
工
書
肆
名
目
集
』（
注
１
）（
以
下
『
名
目
集
』）
に
は
、「
文
化
五
辰
年

五
月
改
」
と
し
て
「
町
〻
貸
本
屋
世
話
役
名
前
」「
組
合
惣
人
数
高
」「
最
寄

分
十
弐
組
惣
人
数
」が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
か
ら
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）

五
月
の
時
点
で
、
江
戸
に
十
二
組
か
ら
構
成
さ
れ
る
貸
本
屋
の
組
織
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八
月
十
四

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
曲
亭
馬
琴
の
書
画
会
の
参
加
者
に
、「
か
し
本
や
ハ　

一
組
ニ
て
、
惣
名
代
一
人
づ
ゝ
出
席
」（
注
２
）
と
み
え
る
の
も
、
お
そ
ら
く

同
様
の
組
織
の
存
在
を
示
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
貸
本
屋
の
組
織
の

「
惣
名
代
」が
書
画
会
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

貸
本
屋
長
門
屋
で
奉
公
し
て
い
た
村
田
幸
吉
は
、
貸
本
向
け
の
書
籍
が

刊
行
さ
れ
た
際
に
は
、「
来
ル
幾
日
売
出
に
付
以
前
御
申
込
被
下
度
と
い

ふ
様
な
廻
状
」が
本
屋
だ
け
で
な
く「
貸
本
屋
仲
間
」へ
も
廻
さ
れ
て
い
た

松

永

瑠

成

と
回
想
し
て
い
る（
注
３
）。
こ
の
「
貸
本
屋
仲
間
」
こ
そ
が
、
前
述
し
た
貸

本
屋
の
組
織
、
あ
る
い
は
そ
の
後
身
に
あ
た
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
江
戸
の
み
な
ら
ず
大
坂
に
も
「
貸
本
屋
仲
間
」
は

存
在
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
江
戸
・
大
坂
の
組
織
は
、
幕
府
に

よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
仲
間
で
は
な
い
。
よ
っ
て
行
論
上
の
混
乱
を
回
避
す

る
た
め
に
も
、
以
下
本
稿
で
は「
貸
本
屋
組
合
」と
称
し
て
進
め
る
。

　

今
田
洋
三
氏
は
、
寛
政
以
降
お
こ
な
わ
れ
た
出
版
取
締
り
体
制
の
総
仕

上
げ
と
し
て
、
文
化
五
年
五
月
に
幕
府
が
貸
本
屋
を
は
じ
め
と
す
る
仲
間

外
の
者
を
対
象
と
し
、
強
制
的
に
組
織
さ
せ
た
の
が
貸
本
屋
組
合
で
あ
っ

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
組
合
を
作
ら
せ
て
、
仲
間
内
で
お

互
い
に
違
法
の
な
い
よ
う
に
監
視
さ
せ
、
連
帯
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
し

た
も
の
に
ち
が
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（
注
４
）。
ま
た
弥
吉
光
長
氏
は
、

「
町
奉
行
も
板
木
屋
に
仲
間
を
作
ら
せ
た
よ
う
に
、
貸
本
屋
に
も
仲
間
を

作
ら
せ
た
。
そ
の
時
期
は
明
ら
か
な
記
録
が
な
い
が
、
文
化
四
年
頃
で
は

あ
る
ま
い
か
」と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る（
注
５
）。
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一
方
で
長
友
千
代
治
氏
は
、『
名
目
集
』
の
記
述
を
踏
ま
え
て
「
江
戸

十
二
組
と
い
う
の
は
、
貸
本
屋
仲
間
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
、
そ
の
こ
と
は
貸
本
屋
の
仲
間
が
商
売
上
の
利
益
や
防
衛
を
め
ぐ
っ

て
、
結
束
を
固
め
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
」（
注
６
）
と
、
想
定
さ
れ
る
貸
本

屋
組
合
の
機
能
に
つ
い
て
触
れ
る
に
留
め
、
組
合
成
立
に
至
る
経
緯
に
は

深
く
言
及
し
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
諸
氏
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
な
が

ら
も
、
江
戸
貸
本
屋
組
合
が
い
か
な
る
経
緯
で
成
立
し
た
の
か
は
、
現
在

ま
で
詳
細
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
は
大
坂
貸
本
屋
組
合

に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
詳
し
く
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
江
戸
・
大

坂
に
お
い
て
貸
本
屋
組
合
が
成
立
し
た
経
緯
、
ま
た
そ
の
背
景
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
。
江
戸
貸
本
屋
組
合
に
つ
い
て
は
、『
名
目
集
』
の
記
述
か

ら
そ
の
成
立
を
文
化
五
年
五
月
と
し
た
上
で
、
長
ら
く
書
籍
業
界
を
悩
ま

せ
て
い
た
世
利
本
屋
と
上
方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら

考
察
し
て
い
く
。
他
方
、
大
坂
貸
本
屋
組
合
に
つ
い
て
は
、
組
合
成
立
と

関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
小
組
と
呼
ば
れ
た
組
織
を
中
心
に
考
察
を
進
め

て
い
く
。一

、
江
戸
の
書
籍
業
界
と
世
利
本
屋

　

今
田
氏
が
指
摘
し
て
い
た
と
お
り
、
江
戸
貸
本
屋
組
合
の
成
立
に
は
、

本
屋
仲
間
外
の
者
、
と
り
わ
け
後
述
す
る
世
利
本
屋
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
江
戸
書
物
問
屋
行
事
は
、
大
坂
か
ら
江

戸
へ
や
っ
て
く
る
本
屋
に
①
「
御
公
儀
様
御
法
度
之
書
物
并
書
キ
本
類
」

「
御
諱
諸
家
之
噂
等
書
顕
し
候
新
板
」「
好
色
本
」「
風
俗
之
為
不
宜
書
物
」

の
売
買
禁
止
、
②
行
事
の
割
印
が
な
い
上
方
出
来
の
新
版
の
売
買
禁
止
、

③
「
三
組
仲
ヶ
間
外
世
利
衆
」
と
の
取
引
禁
止
と
い
っ
た
三
点
を
要
請
す

べ
く
、
大
坂
本
屋
仲
間
へ
書
状
を
送
っ
て
い
る（
注
７
）。
な
お
、「
三
組
」

と
は
江
戸
書
物
問
屋
仲
間
を
構
成
す
る
通
町
組
・
中
通
組
・
南
組
を
指

す
。

　

③
に
み
え
る
「
世
利
衆
」
は
、
本
屋
仲
間
の
者
を
親
と
し
、
そ
の
名
義

の
も
と
書
籍
の
取
引
を
お
こ
な
う
者
で
あ
り
、
世
利
本
屋
・
糶
本
屋
・

糶
・
世
利
子
・
世
利
売
・
売
子
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
以
下
、
彼
ら
を

「
世
利
本
屋
」
と
称
す
。
仲
間
外
の
者
に
よ
る
書
籍
の
取
引
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
世
利
本
屋
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。

彼
ら
が
お
こ
な
う
取
引
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
直
接
本
屋
や
市
に
出

向
い
て
書
籍
を
売
買
す
る
ほ
か
、
貸
本
営
業
も
お
こ
な
っ
て
い
た（
注
８
）。

本
屋
か
ら
本
屋
、
あ
る
い
は
本
屋
か
ら
読
者
へ
と
書
籍
を
流
通
さ
せ
る
彼

ら
な
く
し
て
、
当
時
の
書
籍
業
界
は
成
り
立
た
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

先
の
要
請
の
う
ち
、
③
で
は
大
坂
の
本
屋
が
世
利
本
屋
と
直
接
取
引
す

る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
①
や
②
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
禁
制
の

書
や
割
印
の
な
い
書
籍
な
ど
が
書
物
問
屋
仲
間
の
者
を
介
さ
ず
に
売
買
さ

れ
、
江
戸
へ
流
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
な
さ
れ
た
要
請
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

こ
う
し
た
江
戸
の
世
利
本
屋
と
上
方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
に
つ
い
て

は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
三
組
書
物
問
屋
諸
規
定
』（
請
求
記
号
:
ワ
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㕝

〇
三
―
〇
一
一
三
二
）に
収
め
ら
れ
た『
書
林
連
印
帳
之
写
』に
も
関
連
す

る
記
述
を
見
出
せ
る
。『
三
組
書
物
問
屋
諸
規
定
』
は
江
戸
書
物
問
屋
仲

間
の
記
録
で
あ
る
。『
書
林
連
印
帳
之
写
』
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

五
月
に
制
定
さ
れ
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
五
月
に
改
定
さ
れ
た
も
の

で
、
開
版
や
売
弘
に
関
す
る
三
都
の
仲
間
間
で
の
申
し
合
わ
せ
事
項
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

一
自
今
京
大
坂
ニ
而
致
出
来
候
新
板
物
、
当
地
吟
味
相
済
不
申
先
江
、

下
り
売
之
本
屋
持
来
候
歟
、
又
は
上
方
引
合
之
店
〻
江
、
詰
合
ニ

下
り
候
共
、
壱
部
ニ
而
も
売
買
堅
無
用
ニ
候
。
右
躰
之
㕝
、
仲
間

之
内
未
熟
候
ニ
而
ハ
、
割
印
之
無
規
模
も
、
後
世
ニ
至
候
而
は
、
京

大
坂
之
新
板
物
は
、
割
印
不
取
致
し
売
買
候
様
、
可
相
成
候
後
難

可
慎
候
。
若
紛
敷
新
板
物
、
詰
合
ニ
下
り
候
ハ
ヽ
、
年
行
司
江
否

聞
合
、
割
印
不
相
済
物
は
、
売
買
可
為
無
用
事
。

一
京
大
坂
下
り
之
商
人

御
公
法
大
切
ニ
相
守
、
仲
間
申
合
之
作
法
相
用
、
従
先
年
被
致
売

買
候
処
、
近
年
猥
ニ
相
成
、
仲
間
外
之
者
被
致
売
買
候
様
ニ
相
見

得
、
甚
不
埒
ニ
候
。
自
今
は
ヶ
様
之
族
無
之
様
、
其
旅
人
宿
元
ゟ
、

時
〻
ニ
急
度
可
被
申
渡
候
。
然
ル
上
ニ
も
、
不
埒
成
人
有
之
候
は
、

仲
間
申
合
、
其
下
り
商
人
与
堅
致
売
買
間
舗
事
。（
注
９
）

　

一
つ
目
の
条
目
で
は
、
享
保
十
五
年
の
要
請
②
と
ほ
ぼ
同
内
容
が
周
知

さ
れ
て
い
る
。
二
つ
目
の
条
目
で
は
、
上
方
の
本
屋
と
江
戸
の
「
仲
間
外

之
者
」
と
の
取
引
を
取
り
沙
汰
し
、
厳
し
く
言
い
渡
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
は
、
当
事
者
で
あ
る
上
方
の
本
屋
と
の

取
引
禁
止
が
仲
間
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
一
つ
目
の
条
目
で
周

知
し
た
割
印
の
な
い
上
方
出
来
の
書
籍
の
取
引
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
江
戸
書
物
問
屋
行
事
は
、
京
都
・
大
坂
の

本
屋
仲
間
へ
、「
仲
間
外
之
衆
中
」
あ
る
い
は
「
外
本
や
」
と
取
引
し
な
い

よ
う
要
請
し
て
い
る（
注

）
が
、
こ
れ
は
同
年
の
『
絵
本
太
閤
記
』
と
そ
の

関
連
作
品
の
絶
版
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
要
請

は
江
戸
の
世
利
本
屋
と
上
方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
、
絶
版
と

な
っ
た
『
絵
本
太
閤
記
』
な
ど
の
書
籍
が
、
江
戸
へ
流
入
す
る
こ
と
を
防

ぐ
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
来
取
引
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
と
い
う
点
は
、
先
に
確
認
し

た
享
保
十
五
年
の
要
請
、
ま
た
『
書
林
連
印
帳
之
写
』
の
条
目
と
も
共
通

し
て
い
る
。
な
お
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
十
月
、
江
戸
書
物
問
屋
仲

間
は
京
都
・
大
坂
の
本
屋
仲
間
へ
再
び
同
様
の
要
請
を
す
る
が
、
そ
ち
ら

に
つ
い
て
は
第
二
節
で
取
り
上
げ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
長
ら
く
江
戸
で
は
世
利
本
屋
と
上
方
の
本
屋
と
の
間

で
お
こ
な
わ
れ
る
、
書
物
問
屋
仲
間
の
者
を
介
さ
な
い
直
接
取
引
が
問
題

視
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
直
接
取
引
に
よ
り
禁
制
の
書
や
割
印

の
な
い
書
籍
な
ど
、
取
引
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
流
入
す
る
危
険
性

が
あ
っ
た
。

二
、
文
化
露
寇
と
江
戸
貸
本
屋
組
合
の
成
立

　

文
化
三
～
四
年
（
一
八
〇
六
～
一
八
〇
七
）
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
帝
国

10
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の
外
交
使
節
ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ザ
ノ
フ
が
部
下
に
命
じ
、
樺
太
島
ク
シ
ュ
コ

ン
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
北
方
を
襲
撃
し
た
文
化
露
寇
（
フ
ヴ
ォ

ス
ト
フ
事
件
）
が
起
こ
る
。
藤
田
覚
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
化
露
寇
に
関

す
る
情
報
は
、
江
戸
藩
邸
の
留
守
居
役
や
蝦
夷
地
の
商
人
な
ど
を
と
お
し

11

て
、
瞬
く
間
に
全
国
へ
と
広
が
り
、
次
第
に
幕
府
の
対
応
を
め
ぐ
る
批
判

が
生
ま
れ
る
事
態
と
な
る
。
こ
の
事
態
を
重
く
み
た
幕
府
は
、
文
化
四
年

六
月
、
武
家
に
対
し
て
三
通
の
触
書
を
出
し
、
文
化
露
寇
に
関
す
る
情
報

を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
江
戸
市
中
に
雑
説
禁
止
令
を
含
む
町
触
を
発
出

し
た
と
い
う（
注

）。
幕
府
は
文
化
露
寇
に
関
す
る
情
報
を
統
制
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
書
籍
業
界
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。

　

佐
藤
悟
氏
は
、
文
化
露
寇
が
も
た
ら
し
た
新
版
へ
の
影
響
（
書
名
の
変

更
・
内
容
の
改
変
な
ど
）
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
情
報
統
制
と
し
て
の
検
閲

12

強
化
の
た
め
、
名
主
改
が
創
始
さ
れ
た
と
す
る（
注

）。
名
主
改
と
は
、
従

来
の
仲
間
行
事
に
よ
る
改
に
加
え
、
名
主
も
検
閲
を
お
こ
な
う
新
体
制
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
露
寇
は
、
新
た
な
検
閲
体
制
を
創
始
さ
せ
る
ほ

ど
、
大
き
な
影
響
を
書
籍
業
界
に
及
ぼ
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
余
波
は
世

利
本
屋
、
ひ
い
て
は
貸
本
屋
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。

　
『
名
目
集
』
に
は
「
貸
本
屋
世
利
本
渡
世
の
者
ニ
而
手
広
に
い
た
し
候
者

︵
朱
︶并
ニ

名
前
」「
右
十
八
人
の
者
共
ゟ
書
物
問
屋
共
え
上
方
直
荷
物
江
戸
板
共
改
を

受
す
売
捌
申
間
敷
旨
之
取
極
一
札
取
置
申
候
」
と
し
て
、
石
渡
利
助
・
上

総
屋
忠
助
以
下
十
六
名
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
一
札
」
に

つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
類
集
撰
要
』
巻
四
十
六
（
請
求
記
号
:

八
〇
四
―
三
）に
収
め
ら
れ
た「
文
化
四
卯
年
十
月
」と
あ
る「
一
札
之
事
」

か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る（
注

）。
そ
こ
に
は
仲
間
の
者
を
介
さ
ず
に

上
方
か
ら
江
戸
へ
流
入
し
た
書
籍
、
ま
た
仲
間
外
の
者
に
よ
っ
て
出
版
さ

れ
た
書
籍
が
、
行
事
改
を
受
け
ず
に
取
引
さ
れ
て
い
た
一
件
に
つ
い
て
、

本
屋
仲
間
が「
仲
ヶ
間
御
当
地
外
糶
本
屋
貸
本
屋
」と「
上
方
直
荷
引
受
候

者
」か
ら
一
札
を
取
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
『
類
集
撰
要
』
巻
四
十
六
所
収
の
文
化
四
年
十
月
に
書
物
問
屋

行
事
か
ら
出
さ
れ
た
「
以
書
付
申
上
候
」
で
は
、「
糶
本
屋
貸
本
屋
」
ら
が

行
事
改
を
受
け
ず
に
書
籍
を
出
版
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
書
籍
と
上

方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
入
手
し
た
書
籍
と
を
売
り
捌
き
、
流
布

さ
せ
て
い
る
事
態
へ
の
対
策
が
名
主
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受

け
、
同
月
に
名
主
は
本
屋
仲
間
行
事
を
と
お
し
て
、「
御
当
地
糶
本
屋
貸

本
屋
」や「
上
方
筋
積
下
候
書
物
屋
」に
対
し
、
注
意
を
促
し
て
い
る（『
類

集
撰
要
』巻
四
十
六
）。

　

文
化
四
年
十
月
に
書
物
問
屋
仲
間
行
事
が
「
糶
本
屋
貸
本
屋
」
に
よ
る

改
を
受
け
て
い
な
い
書
籍
の
出
版
・
売
捌
・
流
布
、
お
よ
び
上
方
の
本
屋

と
の
書
籍
の
直
接
取
引
を
取
り
沙
汰
し
た
背
景
に
は
、
前
年
か
ら
話
題
と

な
っ
て
い
た
文
化
露
寇
が
あ
る
。
第
一
節
で
確
認
し
た
よ
う
な
、
取
引
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
書
籍
、
と
り
わ
け
文
化
露
寇
関
連
の
書
籍
の
流
入
を
防

ぐ
べ
く
、
書
物
問
屋
仲
間
は
名
主
へ
対
策
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
文
化
四
年
九
月
に
創
始
さ
れ
た
名
主
改
は
、
新
た
に
出
版
さ

れ
る
書
籍
の
検
閲
強
化
へ
と
繋
が
っ
た
も
の
の
、
江
戸
の
世
利
本
屋
と
上

方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
効
力
を
発
揮
し
な

か
っ
た
。
同
様
に
同
年
十
月
の
名
主
に
よ
る
指
示
も
、
直
接
取
引
を
抑
止

13
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す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
文
化
五
年
二
月
、
書
物
問
屋
仲
間
が
絵
入

読
本
改
掛
肝
煎
名
主
へ
提
出
し
た
「
以
書
付
御
願
申
上
候
」（『
類
集
撰
要
』

巻
四
十
六
）に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

上
方
ゟ
仲
間
外
之
本
屋
江
直
積
下
候
品
ハ
、
不
沙
汰
ニ
致
商
売
候
ニ

付
、
改
方
難
行
届
奉
存
候
、
尤
去
秋
中
、
各
様
方
へ
申
上
候
之
通
、

私
共
仲
間
定
ニ
而
上
方
ゟ
仲
間
外
之
者
へ
、
荷
物
直
積
下
候
義
致
間

敷
旨
申
合
置
候
処
、
近
頃
猥
ニ
相
成
仲
ヶ
間
外
直
積
下
し
候
ニ
付
、

猶
又
去Ａ

十
月
中
、
京
大
坂
行
事
共
江
も
右
之
段
申
遣
し
、
并
御Ｂ

当
地

仲
ヶ
間
外
之
者
ゟ
上
方
下
リ
荷
物
引
受
申
間
敷
一
札
取
置
候
、
然
処

此
度
い
つ
ま
て
草
四
冊
、
七
福
七
難
図
会
五
冊
、
浦
青
梅
二
冊
同
後

編
二
冊
、
仲
間
外
新
右
衛
門
町
上
総
屋
忠
助
方
へ
、
上
方
ゟ
荷
物
積

送
不
沙
汰
ニ
致
商
売
候
、
去
冬
一
札
ま
て
差
出
置
右
体
之
儀
有
之
候

而
は
、
自
然
禁
忌
之
品
も
売
捌
候
様
相
成
取
締
不
宜
奉
存
候
、
依
之

何Ｃ

卒
仲
間
外
之
者
上
方
ゟ
荷
物
引
受
不
申
様
御
触
被
成
下
、
并
京
大

坂
書
物
屋
共
江
も
御
当
地
仲
間
外
之
者
へ
、
荷
物
積
下
し
不
申
様
ニ

為
仰
付
候
ハ
ヽ
、
取
締
も
宜
且
は
仲
間
内
之
者
も
商
内
手
広
ニ
相

成
、
問
屋
株
之
規
模
も
有
之
仲
間
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
何
卒
仲

間
外
之
者
共
へ
御
触
被
成
下
、
并
上
方
書
物
屋
共
へ
も
右
之
段
被
仰

渡
候
様
御
願
被
下
度
、
此
段
各
様
迄
御
願
申
上
候
以
上
、

（
引
用
に
際
し
て
読
点
と
傍
線
を
補
っ
た
）

　

本
屋
仲
間
に
属
し
て
い
な
い
上
総
屋
忠
助
が
、
上
方
出
来
の
『
戯
場
壁

生
草
』『
七
福
七
難
図
会
』
な
ど
を
上
方
か
ら
入
手
し
、
許
可
無
く
売
り
捌

い
た
一
件
を
は
じ
め
と
す
る
「
仲
間
外
之
者
」
と
上
方
の
本
屋
と
の
直
接

取
引
が
再
び
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。「
自
然
禁
忌
之
品
も
売
捌
候
様

相
成
」と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
直
接
取
引
は「
禁
忌
之
品
」が
流
入
す
る

危
険
性
を
伴
っ
て
い
た
。
な
お
、
傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
文
化

四
年
十
月
ご
ろ
、
京
都
の
本
屋
仲
間
へ
仲
間
外
の
者
と
の
取
引
を
禁
止
す

る
旨
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る（
注

）。
ま
た
傍
線
部

Ｂ
は
前
述
し
た
一
札
を
指
し
て
い
る
。

　

傍
線
部
Ｃ
の
要
請
を
受
け
、
名
主
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
か

は
、
現
存
す
る
記
録
類
か
ら
窺
い
知
れ
な
い
。
京
都
・
大
坂
の
記
録
に
も

関
連
す
る
記
録
を
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
な
ん
ら
対
策
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
要
請
か
ら
三
ヶ
月
後
の

五
月
に
江
戸
貸
本
屋
組
合
が
成
立
し
て
い
る
点
は
無
視
で
き
ま
い
。

　

江
戸
貸
本
屋
組
合
は
、
日
本
橋
南
組
や
京
橋
南
組
な
ど
の
十
二
組
を
江

戸
市
中
に
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
貸
本
屋
世
話
役
を
置
い
て
い
る
（『
名
目

集
』）。
な
ぜ
江
戸
市
中
を
分
割
し
、
世
話
役
を
置
く
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。
新
た
な
検
閲
体
制
を
創
始
さ
せ
る
ほ
ど
、
書
籍
業
界
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
文
化
露
寇
が
前
年
に
起
こ
っ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
貸
本
屋

に
よ
る
上
方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
、
ま
た
そ
う
し
た
取
引
に
よ
っ
て
事

件
に
関
連
し
た
書
籍
が
流
入
・
流
布
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）、
美
濃
国
郡
上
藩
で
起
こ
っ
た
金
森
騒
動
を

講
談
に
仕
立
て
て
読
ん
だ
馬
場
文
耕
は
捕
ら
え
ら
れ
、
市
中
引
き
回
し

の
上
で
獄
門
に
処
さ
れ
た
。
こ
の
時
、「
世
上
之
異
説
当
時
之
噂
事
流
布

致
候
儀
」「
当
時
之
噂
事
書
顕
し
有
之
候
処
家
業
に
取
扱
候
段
不
届
之
至

14
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り
」
と
し
て
、
文
耕
作
の
写
本
を
流
布
さ
せ
た
貸
本
屋
も
数
名
処
罰
さ
れ

た（
注
15
）。
ま
た
、
享
和
年
間
に
は
『
中
山
物
語
』、
文
化
二
年
に
は
『
観
延

政
命
談
』
に
関
連
し
て
貸
本
屋
が
処
罰
さ
れ
て
い
る（
注

）。
時
と
し
て
貸

本
屋
は
「
世
上
之
異
説
当
時
之
噂
事
」
を
流
布
す
る
存
在
と
し
て
、
処
罰

の
対
象
と
な
り
得
る
の
で
あ
っ
た
。

　

後
に
文
化
露
寇
を
題
材
と
す
る
写
本
『
北
海
異
談
』
も
ま
た
、
貸
本
屋

が
処
罰
さ
れ
る
事
態
を
引
き
起
こ
す
。
書
物
問
屋
と
し
て
は
こ
う
し
た
書

籍
が
貸
本
屋
を
と
お
し
て
流
入
・
流
布
す
る
事
態
を
避
け
た
か
っ
た
に
違

い
な
い
。
文
化
露
寇
関
連
の
書
籍
の
流
入
・
流
布
に
起
因
す
る
問
題
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
何
ら
か
の
形
で
貸
本
屋
を
監
視
・
統
制
す
る
必
要
が
こ
こ

に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
名
目
集
』
に
は
、
貸
本
屋
世
話
役
の
名
前
に
加
え
て
、
そ
の
所
在
地

を
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
各
組
（
地
域
）
の
貸
本
屋
の

16

代
表
で
あ
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
身
許
の
確
か
な
者
と
し
て
書
物
問
屋

や
名
主
に
認
知
さ
れ
た
存
在
だ
っ
た
。
文
化
露
寇
の
影
響
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
貸
本
営
業
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
貸
本
屋
に
よ
る
書
籍
の
取
引
を

も
監
視
・
統
制
す
る
の
が
、
貸
本
屋
世
話
役
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
方
の
本
屋
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
、
取
引
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
書
籍
、
と
り
わ
け
文
化
露
寇
関
連
の
書
籍
を
流
入
・
流
布
さ
せ

な
い
た
め
、
貸
本
屋
を
監
視
・
統
制
す
べ
く
、
成
立
し
た
の
が
貸
本
屋
組

合
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
仲
間
外
本

屋
の
取
締
り
の
一
環
で
は
あ
る
も
の
の
、
幕
府
が
主
導
し
て
組
合
を
結
成

さ
せ
た
様
子
は
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
決
定
的
な
資
料
を
欠
く
も
の
の
、
本
稿
で
は
文
化
露
寇
に
起
因
す
る

問
題
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
書
物
問
屋
仲
間
が
率
先
し
て
貸
本
屋
組
合
を

組
織
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三
、
大
坂
に
お
け
る
世
利
本
屋
の
取
締
り
と
「
貸
本
や
衆
中
」

　

大
坂
貸
本
屋
組
合
に
つ
い
て
は
、
架
蔵
す
る
『
吾
妻
み
や
げ
』
な
る
書

に
貼
付
さ
れ
た
摺
物
（
図
１
）
が
参
考
に
な
る
。『
吾
妻
み
や
げ
』
は
市
川

こ
こ
に
つ
く
だ
て
ん
の
あ
み
じ
ま

三
升
作
『
爰
佃
天
網
島
』
後
編
（
文
政
十
一
年
〈
一
八
二
八
〉
刊
）
と
笠
亭

ま
く
ら
ご
と
ゆ
め
の
か
よ
い
じ

仙
果
作
『
枕
琴
夢
通
路
』
上
巻
（
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
刊
）
が
合
冊
さ

れ
た
改
装
本
で
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
営
業
し
て
い
た
大
坂
天
満

津
国
町
の
貸
本
屋
、
播
磨
屋
伊
三
郎
の
旧
蔵
書
で
あ
る（
注

）。
そ
の
後

ろ
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
た
図
１
の
上
段
に
は
、「
本
屋
仲
間
」
名
義
で
貸

本
利
用
者
へ
向
け
た
「
御
断
書
」
が
、
下
段
に
は
「
浪
花　

貸
本
屋
仲
間
」

名
義
で
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
見
料
を
示
し
た
「
貸
本
値
段
書
之
定
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
浪
花　

貸
本
屋
仲
間
」
の
語
に
よ
っ
て
、

大
坂
に
も
貸
本
屋
組
合
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

大
坂
貸
本
屋
組
合
の
成
立
事
情
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
本
稿
で
は
文
化

五
年
（
一
八
〇
八
）
以
降
、
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
世
利
本
屋
へ
の

取
締
り
と
、
そ
の
中
で
発
足
さ
れ
た
小
組
に
注
目
し
た
い
。
以
下
、『
大

坂
本
屋
仲
間
記
録
』の『
出
勤
帳
』（
注

）
を
中
心
に
み
て
い
く
。

　

文
化
五
年
七
月
一
日
、
差
紙
を
受
け
取
り
東
寺
社
御
役
所
へ
と
向
か
っ

た
大
坂
本
屋
仲
間
行
司
は
、
文
化
露
寇
を
題
材
と
し
た
写
本
『
北
海
異

18

17

近 世 文 藝　　6



談
』
に
関
わ
っ
た
五
人
の
中
に
、
仲
間
の
者
が
含
ま
れ
る
か
否
か
を
問
わ

れ
る
。
行
司
は
住
吉
屋
も
と
代
判
同
家
栄
助
・
俵
屋
五
兵
衛
・
奈
良
屋
剛

蔵
・
伏
見
屋
嘉
兵
衛
・
菱
屋
武
助
ら
五
人
の
う
ち
、
伏
見
屋
だ
け
が
仲
間

20

に
属
す
る
と
、
口
上
書
を
以
て
回
答
す
る
。
ま
た
、
こ
の
口
上
書
で
は
、

五
人
の
中
に
先
年
絶
版
と
な
っ
た
『
絵
本
太
閤
記
』
お
よ
び
『
絵
本
信
長

記
』を
所
持
す
る
者
が
い
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
報
告
し
て
い
る（
注

）。

　

七
月
六
日
、
奉
行
所
は
再
び
行
司
を
呼
び
、
今
度
は
本
屋
仲
間
外
の
者

と
の
書
籍
の
取
引
に
つ
い
て
問
う
。『
北
海
異
談
』お
よ
び『
絵
本
太
閤
記
』

『
絵
本
信
長
記
』
の
流
布
に
仲
間
外
の
者
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、

奉
行
所
は
動
い
た
の
で
あ
る
。
行
司
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
仲
間
外
と
の
取

引
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
今
後
は
そ
う
し
た
取
引
の
禁
止
を
徹

底
す
る
旨
の
回
答
を
し
、
本
屋
仲
間
は
申
し
合
わ
せ
の
後
、
九
日
に
口
上

書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
口
上
書
に
は
「
世
利
親
共
へ
無
株
之
者
加
入

為
致
候
様
、
申
聞
置
候
最
中
ニ
御
座
候
」
と
現
状
を
説
明
し
つ
つ
、
今
後

は
仲
間
株
が
な
け
れ
ば
取
引
が
で
き
な
い
よ
う
取
り
締
ま
る
旨
が
記
さ
れ

19

て
い
る（
注

）。「
世
利
親
共
へ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
無
株
之
者
」
す

な
わ
ち
仲
間
外
の
者
が
世
利
本
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

口
上
書
が
提
出
さ
れ
た
七
月
九
日
以
降
、『
出
勤
帳
』
に
は
「
仲
間
取
締

之
義
」
と
い
う
語
が
度
々
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
新
規
加
入
者
は
そ

れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
世
利
本
屋
を
仲
間
へ
加
入
さ
せ
る
動
き
へ

と
、
す
ぐ
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
進
展
を
み
せ
る
の
は
、
翌

文
化
六
年（
一
八
〇
九
）十
月
五
日
で
あ
る
。

　

十
月
五
日
、「
仲
間
取
〆
り
之
事
」
に
つ
い
て
「
仲
間
内
卅
人
余
」
は
書

付
を
提
出
す
る
。
そ
の
内
容
は
不
明
な
が
ら
も
、
翌
六
日
こ
の
書
付
は
差

し
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
同
日
中
に
本
屋
仲
間
で
は
、
提
出

さ
れ
た
書
付
を
受
け
て
取
締
り
に
つ
い
て
の
惣
寄
合
が
開
か
れ
て
い
る
。

同
月
八
日
、「
仲
間
卅
軒
余
」
は
再
び
書
付
を
提
出
す
る
。
今
度
は
不
筋

の
こ
と
ゆ
え
差
し
戻
さ
れ
る
が
、
行
司
は
彼
ら
に
書
付
を
遣
わ
し
、「
卅

四
軒
」
か
ら
印
判
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
初
め
て
、
先
の
「
仲
間
内
卅

人
余
」あ
る
い
は「
仲
間
卅
軒
余
」が
三
十
四
人
だ
と
わ
か
る
。

　

十
七
日
に
惣
寄
合
が
開
か
れ
た
後
、
翌
十
八
日
に
は
仲
間
の
取
締
り
に

関
す
る
惣
触
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
取
締
ニ
付
口
上
書
」
お
よ
び

「
仲
間
一
統
之
口
上
書
」
が
提
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
十
日
に
は
惣
仲

間
中
へ
仲
間
外
の
者
を
仲
間
に
加
入
さ
せ
る
よ
う
申
し
付
け
る
。
以
後
、

仲
間
へ
の
新
規
加
入
者
は
急
速
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

さ
て
、
世
利
本
屋
の
取
締
り
を
進
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
書

付
は
、
本
屋
仲
間
に
属
す
る
三
十
四
人
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
彼
ら

三
十
四
人
に
つ
い
て
は
、『
出
勤
帳
』
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
正
月
五
日

の
条
が
参
考
に
な
る
。

一
旧
年
口
上
書
差
出
候
三
十
四
人
之
内
、
代
と
し
て
五
人
罷
出
候
、

其
人
別
、
朝
田
屋
清
兵
衛
・
井
筒
屋
伝
兵
衛
・
本
屋
徳
兵
衛
・
丸

屋
喜
兵
衛
・
豊
後
屋
伊
兵
衛
、
右
之
衆
中
ゟ
申
出
候
ハ
、
旧
年
銘

〻
共
ゟ
口
上
書
さ
し
出
候
而
、
於
御
役
中
御
取
締
ニ
付
、
追
〻
仲

間
へ
加
入
有
之
候
処
、
い
ま
た
加
入
不
致
候
衆
も
有
之
候
へ
共
、

其
侭
有
之
候
事

仲
間
外
ニ
新
板
物
等
相
廻
り
申
候
事

7　　江戸・大坂における貸本屋組合の成立



旧
年
申
出
し
置
候
義
、
御
役
中
御
含
置
之
由
、
其
省
略
も
沙
汰
無

之
事

新
加
入
八
十
六
匁
ニ
て
相
加
へ
申
候
ハ
、
何
迄
と
申
義
ニ
候
哉
之

事右
之
趣
ニ
て
加
入
之
も
の
共
仲
間
へ
入
候
迚
、
切
も
無
之
義
ニ

而
、
彼
是
申
候
よ
し
に
て
、
三
十
四
人
之
も
の
共
迷
惑
ニ
付
、
此

段
如
何
之
成
行
ニ
御
座
候
哉
之
旨
、
会
所
へ
申
出
候
、
仍
之
行
司

よ
り
返
答
、
此
義
役
中
に
て
及
聞
居
候
事
ニ
付
、
等
閑
ニ
い
た
し

居
不
申
、
調
中
ニ
候
へ
共
、
何
分
旧
年
ゟ
し
て
会
所
ふ
し
ん
加
入

取
調
仲
間
取
締
等
に
て
大
繁
多
ニ
而
、
中
〻
諸
事
心
外
ニ
延
引
い

た
し
有
之
候
、
其
元
衆
中
ゟ
被
申
出
之
義
も
、
其
し
ら
べ
于
今
行

届
相
談
も
無
之
間
、
追
〻
相
し
ら
べ
此
方
よ
り
沙
汰
ニ
お
よ
ひ
可

申
間
、
其
旨
相
心
得
可
申
様
申
聞
、
今
日
之
処
帰
し
申
候
也

　
「
旧
年
口
上
書
差
出
候
三
十
四
人
」
は
、
そ
の
人
数
か
ら
み
て
文
化
六

年
十
月
五
日
に
書
付
を
提
出
し
た
三
十
四
人
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
旧

年
」
に
出
さ
れ
た
と
い
う
口
上
書
は
、
前
述
し
た
文
化
六
年
十
月
十
八
日

の
「
取
締
ニ
付
口
上
書
」
お
よ
び
「
仲
間
一
統
之
口
上
書
」
を
指
し
て
い
よ

う
。
文
化
六
年
十
月
五
日
の
書
付
だ
け
で
な
く
、
同
年
同
月
十
八
日
の
二

つ
の
口
上
書
も
、
本
屋
仲
間
に
属
す
る
三
十
四
人
が
提
出
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
五
日
の
書
付
と
同
様
、
仲
間
の
取
締
り
に
関
す
る
も
の
と
思
し
い

「
取
締
ニ
付
口
上
書
」
と
、
と
も
に
出
さ
れ
た
「
仲
間
一
統
之
口
上
書
」
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

彼
ら
三
十
四
人
に
つ
い
て
山
口
佳
代
子
氏
は
、
名
前
の
判
明
す
る

二
十
五
人
の
多
く
が
板
株
を
有
さ
な
い
、
出
版
以
外
に
重
き
を
置
く
本
屋

だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
注

）。
本
稿
で
は
、
山
口
氏
が
触
れ
て
い

な
い
「
口
上
書
被
差
出
候
貸
本
や
衆
中
江
、
外
本
や
加
入
被
致
候
様
通
達

致
候
事
」
と
い
う
記
述
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
記
述
は
、
二
つ
の
口
上

書
が
提
出
さ
れ
た
文
化
六
年
十
月
十
八
日
の
条
に
み
え
る
。
記
述
に
従

え
ば
、
口
上
書
を
提
出
し
た
の
は
「
貸
本
や
衆
中
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

文
化
六
年
十
月
二
十
日
に
惣
仲
間
中
へ
申
し
付
け
る
よ
り
も
先
に
、「
貸

本
や
衆
中
」
へ
仲
間
へ
の
加
入
に
関
す
る
通
達
が
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、

「
取
締
ニ
付
口
上
書
」を
提
出
し
た
の
が
彼
ら
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
文
化
六
年
十
月
五
日
の
書
付
と
同
年
同
月
十
八
日
の

二
つ
の
口
上
書
を
提
出
し
た
の
は
、
本
屋
仲
間
に
属
す
る「
貸
本
や
衆
中
」

三
十
四
人
だ
っ
た
。
前
述
の
山
口
氏
に
よ
る
指
摘
も
、
彼
ら
が
貸
本
屋
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
文
化
六
年
十
月
五
日
に
彼
ら
三
十
四
人
が
書
付
を
提
出
し
た

の
は
、『
北
海
異
談
』
の
一
件
に
関
す
る
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
文
化
六
年
九
月
二
十
二
日
、『
北
海
異

談
』
に
関
わ
っ
た
者
た
ち
に
重
い
刑
罰
が
下
さ
れ
た（
注

）。
具
体
的
に

は
、『
北
海
異
談
』
の
作
者
南
豊
が
獄
門
に
処
さ
れ
た
ほ
か
、
情
報
を
提

供
し
た
講
釈
師
秀
弘
が
遠
島
、
同
書
を
取
り
扱
っ
た
貸
本
屋
四
名
が
大
坂

三
郷
払
と
な
っ
た（
注

）。
貸
本
屋
が
処
罰
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
先
の

三
十
四
人
は
自
主
的
に
取
締
り
を
強
化
す
る
目
的
で
書
付
を
提
出
し
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
、
小
組
と
大
坂
貸
本
屋
組
合
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第
三
節
で
引
用
し
た
文
化
七
年
正
月
五
日
の
条
に
は
、
口
上
書
を
提
出

し
た
三
十
四
人
の
代
表
と
し
て
、
朝
田
屋
清
兵
衛
・
井
筒
屋
伝
兵
衛
・
本

屋
徳
兵
衛
・
丸
屋
喜
兵
衛
・
豊
後
屋
伊
兵
衛
の
五
名
が
会
所
を
訪
れ
た
と

あ
る
。『
出
勤
帳
』の
記
述
に
は
解
釈
し
難
い
部
分
が
あ
る
も
の
の
、（
１
）

口
上
書
提
出
後
、
仲
間
加
入
者
は
増
え
た
が
、
未
だ
に
仲
間
外
の
者
が
放

任
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
２
）
仲
間
外
の
者
へ
も
「
新
板
物
」
が
渡
っ
て
い

る
こ
と
、（
３
）「
旧
年
申
出
し
置
候
義
」
に
関
し
て
音
沙
汰
が
な
い
こ
と
、

（
４
）
八
十
六
匁
と
い
う
加
入
料
で
仲
間
へ
加
入
で
き
る
の
は
い
つ
ま
で

か（
注

）、
以
上
の
四
点
を
問
う
た
め
に
彼
ら
は
会
所
を
訪
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
行
司
は
会
所
の
普
請
や「
加
入
取
調
仲
間
取
締
」

に
よ
る
対
応
の
遅
れ
を
認
め
つ
つ
、
後
日
追
っ
て
知
ら
せ
る
旨
を
述
べ
て

い
る
。

　

朝
田
屋
清
兵
衛
ら
が
行
司
に
問
う
た
事
柄
の
う
ち
、（
１
）（
２
）（
４
）

は
い
ず
れ
も
仲
間
の
取
締
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
（
３
）
は

正
月
五
日
の
条
だ
け
で
は
「
旧
年
申
出
し
置
候
義
」
が
何
を
指
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
ず
解
釈
し
難
い
が
、
こ
れ
こ
そ
が
文
化
六
年
十
月
十
八
日
に

出
さ
れ
た「
仲
間
一
統
之
口
上
書
」だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

文
化
七
年
正
月
五
日
以
降
、
三
十
四
人
の
一
件
に
関
し
て
二
十
五
日
に

相
談
が
な
さ
れ
、
二
十
七
日
に
は
寄
合
が
開
か
れ
る
。
そ
の
後
、
翌
二
月

五
日
に
行
司
は
朝
田
屋
清
兵
衛
を
呼
び
寄
せ
る
。
体
調
不
良
の
朝
田
屋
に

代
わ
っ
て
訪
れ
た
丸
屋
喜
兵
衛
・
阿
波
屋
清
次
・
播
磨
屋
徳
三
郎
に
対

し
、
行
司
は
先
だ
っ
て
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
願
い
の
詳
細
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
て
い
る
。
三
十
四
人
か
ら
の
返
答
を
受
け
、
二
月
十
一
日
お
よ
び

十
三
日
に
再
び
寄
合
が
開
か
れ
る
。
こ
の
寄
合
で
は
、
三
十
四
人
が
望
ん

だ
次
の
二
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
正
月
五
日
の（
４
）

に
関
連
す
る
内
容
で
、
新
た
に
加
入
し
た
者
た
ち
の
人
数
と
彼
ら
が
収
め

た
加
入
料
の
総
額
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
ら
は
世
利
本
屋
の
取
締
り
に
伴

う
人
と
金
の
動
き
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は

「
小
組
」の
発
足
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　

十
一
日
の
寄
合
で
は
、
ま
ず
行
司
が
お
こ
な
う
諸
事
を
周
知
さ
せ
る

た
め
、
小
組
に
当
番
を
設
け
、
こ
れ
を
本
屋
仲
間
年
行
司
の
加
役
と
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。
十
三
日
の
寄
合
で
は
、「
旧
冬
願
出
候
願
書
含

置
候
趣
意
」
の
と
お
り
、
先
の
三
十
四
人
の
中
か
ら
二
人
の
小
組
行
司
を

立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
前
述
の
当
番
に
あ
た
る
。「
旧
冬
願
出

候
願
書
」
そ
れ
自
体
が
文
化
六
年
十
月
十
八
日
の
「
仲
間
一
統
之
口
上
書
」

で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、「
貸
本
や
衆
中
」
三
十
四
人
が
、

か
ね
て
よ
り
小
組
の
発
足
と
自
分
た
ち
の
中
か
ら
小
組
行
司
を
立
て
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
仲
間
一
統
之
口
上

書
」
は
、
少
な
く
と
も
小
組
の
発
足
に
関
す
る
内
容
と
解
釈
し
て
、
ま
ず

問
題
な
か
ろ
う
。

　

文
化
七
年
三
月
七
日
に
開
か
れ
た
寄
合
で
、
十
一
日
お
よ
び
十
三
日
の

決
定
事
項
を
朝
田
屋
清
兵
衛
・
丸
屋
喜
兵
衛
・
播
磨
屋
十
郎
兵
衛
・
山
口

屋
新
兵
衛
・
播
磨
屋
徳
三
郎
・
加
賀
屋
専
蔵
ら
は
承
諾
し
、
小
組
の
発
足

に
つ
い
て
惣
触
が
出
さ
れ
る
。
ま
た
同
日
、
大
坂
本
屋
仲
間
を
構
成
す
る

9　　江戸・大坂における貸本屋組合の成立



博
組
・
審
組
・
篤
組
・
明
組
の
代
表
た
ち
十
二
人
は
「
小
組
定
メ
之
事
」

を
話
し
合
い
、
小
組
は
東
・
西
・
南
・
北
・
中
の
五
組
に
定
め
、
そ
れ
ぞ

25

れ
に
二
人
の
当
番
を
正
月
・
五
月
・
九
月
の
交
代
制
で
置
く
こ
と
が
決
定

す
る
。
か
く
し
て
、「
貸
本
や
衆
中
」
三
十
四
人
の
望
み
ど
お
り
、
彼
ら

を
中
心
と
す
る
小
組
は
発
足
し
た
。
な
お
、
東
組
を
は
じ
め
と
す
る
五

組
は
、
文
化
七
年
三
月
二
十
日
の
条
で
は
「
方
角
組
分
」
と
も
称
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
後
に
中
組
が
中
北
組
と
中
南
組
に
分
か
れ
「
六
組
」
と
な

る（
注

）。

　

文
化
七
年
六
月
二
十
九
日
に
は
、「
甲
州
板
早
引
小
本
」
が
重
版
に
よ
り

売
止
と
な
る
が
、
こ
の
時
仲
間
の
ほ
か
に
も
六
組
へ
も
売
止
に
関
す
る
書

付
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
月
八
日
に
京
都
の
文
昌
堂
な
る
者
に

よ
っ
て
同
書
が
大
坂
に
も
た
ら
さ
れ
た
際
、
売
止
と
す
べ
く
仲
間
一
統
へ

惣
触
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
六
組
へ
も
触
書
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
売
止
に
関
す
る
通
達
が
、
本
屋
仲
間
と
は
別
に
小
組
（
六

組
）
へ
も
な
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
少
な
く
と
も
本
屋
仲
間
に

と
っ
て
小
組
は
、
貸
本
屋
を
含
む
世
利
本
屋
を
監
視
・
統
制
す
る
組
織
、

と
い
っ
た
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
世
利
本
屋
の
取
締
り

強
化
、
ひ
い
て
は
小
組
の
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
文
化
六
年
十
月
五

日
の
書
付
が
、
彼
ら
に
よ
る
自
主
的
な
取
締
り
を
目
的
と
し
て
提
出
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
文
化
七
年
十
二
月
五
日
以
降
、
再
び
世
利
本
屋
が
取
り
締

ま
ら
れ
始
め
た
際
、
関
連
す
る
寄
合
や
相
談
に
小
組
と
思
し
い
「
組
合
」

が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
そ
う
し
た
本
屋
仲
間
の
認
識
を
窺

い
知
れ
る
。

　

そ
の
後
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）二
月
二
十
七
日
、
こ
れ
ま
で「
兎
角

不
勤
」
で
あ
る
上
、
さ
し
て
仲
間
の
取
締
り
の
た
め
に
も
な
ら
な
か
っ
た

と
し
て
、
小
組
行
司
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
る
。
本
屋
仲
間
は
小
組
の
発
足

に
よ
り
、
世
利
本
屋
の
取
締
り
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
よ
う
だ

が
、
さ
し
た
る
成
果
は
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
九
月
十
一
日
、
か
つ
て
小
組
行
司
を
務
め
て
い
た
河
内
屋

得
兵
衛
が
、
本
屋
仲
間
の
中
に
「
小
組
」
と
い
う
組
織
を
新
た
に
作
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
組
行
司
の
み
な
ら
ず
、
小
組
そ
の
も
の
も
文

化
九
年
二
月
二
十
七
日
に
一
度
廃
止
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
文
政
六
年
九
月
十
一
日
の
記
録
以
後
、
小
組
の
名
は
『
出
勤
帳
』

に
み
ら
れ
な
く
な
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
本
屋
仲
間
は
貸
本
屋
を
含
む
世
利
本
屋
を
監
視
・
統

制
す
る
組
織
と
し
て
、
小
組
を
位
置
づ
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小

組
は
そ
う
し
た
期
待
を
裏
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
田

屋
清
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
三
十
四
人
た
ち
は
、
本
屋
仲
間
が
期
待
し
た

よ
う
な
機
能
を
持
つ
組
織
と
し
て
、
小
組
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

小
組
が
発
足
し
た
文
化
八
年
三
月
以
降
、
九
月
に
は
道
具
屋
で
あ
り
な

が
ら
貸
本
営
業
と
書
籍
の
取
引
を
お
こ
な
っ
た
天
満
伊
勢
町
の
阿
波
屋
辰

蔵
が
、
ま
た
同
年
十
月
に
は
仲
間
外
で
あ
り
な
が
ら
、
同
じ
く
貸
本
営
業

と
書
籍
の
取
引
を
お
こ
な
っ
た
堂
嶋
新
船
町
の
池
田
屋
善
太
郎
が
そ
れ
ぞ

れ
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る（
注

）。
従
来
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
仲
間
外

の
者
に
よ
る
貸
本
営
業
が
、
小
組
の
発
足
後
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
点
は

26
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注
目
に
値
す
る
。
朝
田
屋
清
兵
衛
ら
が
小
組
を
発
足
し
た
理
由
の
一
つ

は
、
仲
間
や
小
組
に
属
さ
な
い
者
た
ち
に
よ
る
貸
本
営
業
を
取
り
締
ま
る

た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
貸
本
や
衆
中
」
三
十
四
人
に
よ
る

小
組
の
発
足
が
、『
北
海
異
談
』
の
一
件
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ

べ
く
、
貸
本
屋
を
含
む
世
利
本
屋
の
取
締
り
を
強
化
す
る
た
め
だ
っ
た
こ

と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
利
本
屋
の
取
締
り
に
お
い
て
小
組

が
「
兎
角
不
勤
」
で
あ
る
上
、
さ
し
た
る
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
事

実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
目
的
は
あ
く
ま
で
小
組
の
発
足
を
本

屋
仲
間
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
の
表
向
き
の
理
由
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
よ
う
。
実
際
は
仲
間
や
小
組
に
属
す
る
貸
本
屋
の
利
権
を
守
る

こ
と
が
、
彼
ら
三
十
四
人
が
小
組
を
発
足
し
た
、
本
当
の
目
的
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
世
利
本
屋
の
取
締
り
に
お
い
て
、
小
組

が
本
屋
仲
間
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
と
な
っ
た
の
も
納
得
で
き
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
貸
本
や
衆
中
」
三
十
四
人
の
発
案
に
よ
り
、

文
化
七
年
三
月
に
発
足
さ
れ
た
小
組
は
、
文
化
九
年
二
月
二
十
七
日
以

降
、
記
録
上
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
仲
間
や
小
組
に
属
す
る

貸
本
屋
の
利
権
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の

後
の
貸
本
屋
組
合
の
前
身
、
あ
る
い
は
母
体
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
蓋
然

性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
図
１
の
摺
物
を
み
る
限
り
、
大
坂
貸
本
屋
組
合

は
本
屋
仲
間
と
は
別
の
組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、
仲
間
に
内
包
さ
れ
て
い

る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
想
像
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
小
組
は

本
屋
仲
間
の
内
部
組
織
の
よ
う
な
形
で
残
り
続
け
、
や
が
て
大
坂
貸
本
屋

組
合
へ
と
発
展
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
江
戸
・
大
坂
に
お
い
て
貸
本
屋
組
合
が
成
立
し
た
経
緯
と
そ
の

背
景
を
み
て
き
た
。
江
戸
貸
本
屋
組
合
は
、
貸
本
屋
と
上
方
の
本
屋
と
の

直
接
取
引
に
よ
り
、
取
引
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
書
籍
、
と
り
わ
け
文
化
露

寇
に
関
す
る
書
籍
が
流
入
・
流
布
す
る
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
貸
本

屋
を
監
視
・
統
制
す
べ
く
成
立
し
、
一
方
で
大
坂
貸
本
屋
組
合
は
、「
貸

本
や
衆
中
」
三
十
四
人
を
中
心
に
発
足
し
た
小
組
か
ら
発
展
し
て
成
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
貸
本
屋
組
合
の
世
話
役
に
は
、
読
本
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
の
出

版
へ
と
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
者
が
い
る
。
中
で
も
本
町
組
の
世
話
役
で

あ
っ
た
丁
子
屋
平
兵
衛
は
、
自
身
の
組
に
属
す
る
貸
本
屋
、
そ
し
て
江
戸

貸
本
屋
組
合
に
属
す
る
貸
本
屋
へ
の
販
路
を
武
器
と
し
て
、
貸
本
向
け

書
籍
の
出
版
・
流
通
に
特
化
し
、
や
が
て
は
貸
本
問
屋
へ
と
な
っ
て
い

く（
注

）。
丁
子
屋
や
後
の
大
島
屋
伝
右
衛
門
に
代
表
さ
れ
る
貸
本
問
屋
と

い
う
業
態
は
、
貸
本
屋
組
合
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

少
な
く
と
も
江
戸
貸
本
屋
組
合
の
成
立
は
、
文
化
露
寇
関
連
の
書
籍
の

流
入
・
流
布
に
起
因
す
る
問
題
の
防
止
、
ま
た
江
戸
・
上
方
間
に
お
け
る

書
籍
の
取
引
の
正
常
化
に
繋
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
貸
本
問
屋
と
い
う
業

態
の
誕
生
に
も
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ

た
。

27
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注
１　

慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
編
『
西
鶴　

研
究
と
資
料
』（
至
文
堂
、

一
九
五
八
年
）
所
収
の
松
本
隆
信
氏
に
よ
る
翻
刻
を
参
照
。
以
下
同
様
。

　

２　

天
保
七
年
十
月
二
十
六
日
殿
村
篠
斎
宛
書
簡
（
柴
田
光
彦
・
神
田
正

行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
所
収
、

二
二
四
頁
）。

　

３　

村
田
幸
吉
「
会
員
談
叢
（
四
）」（『
集
古
会
誌
』
壬
子
巻
三
、
集
古
会
、

一
九
一
三
年
九
月
所
収
）。

　

４　

今
田
洋
三
「
江
戸
の
出
版
資
本
」（『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
三
巻
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
所
収
、
一
六
〇
頁
）
お
よ
び
、
同
著
『
江

戸
の
本
屋
さ
ん
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
、
一
六
〇
頁
）。

　

５　

弥
吉
光
長
著
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
第
四
巻　

江
戸
出

版
史
―
文
芸
社
会
学
的
結
論
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
九
年
、
三
七
八

頁
）。

　

６　

長
友
千
代
治
著
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
二

年
、
四
三
頁
）。

　

７　
『
裁
配
帳
』
二
番
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
九
巻
、
清
文
堂
出
版
、

一
九
八
二
年
、
二
二
九
～
二
三
〇
頁
）。

　

８　

世
利
本
屋
に
つ
い
て
は
蒔
田
稲
城
著
『
京
阪
書
籍
商
史
』（
高
尾
彦
四

郎
書
店
、
一
九
六
八
年
）、
お
よ
び
橋
口
侯
之
介
著
『
江
戸
の
古
本
屋　

近
世
書
肆
の
し
ご
と
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
詳
し
い
。

　

９　

引
用
は
金
子
宏
二
「
翻
刻
『
三
組
書
物
問
屋
諸
規
定
』」（『
早
稲
田
大

学
図
書
館
紀
要
』
第
十
八
巻
、早
稲
田
大
学
図
書
館
、一
九
七
七
年
三
月
）

に
よ
る
。

　

　
『
京
都
書
林
行
事
上
組
済
帳
標
目
』「
享
和
四
年
子
正
月
ゟ
文
化
元
年

子
五
月
迄
標
目
」（
宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
』

第
五
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
年
、
三
八
六
頁
）
に
「
江
戸
表
ゟ

彼
地
仲
間
外
之
衆
中
江
商
致
申
間
敷
旨
参
候
一
件
」、
ま
た
『
出
勤
帳
』

二
十
番
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
二
巻
、
清
文
堂
書
店
、
一
九
七
六

年
、二
五
八
頁
）、文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
五
月
十
八
日
の
記
事
に
「
江

戸
ゟ
仲
間
外
商
内
之
儀
ニ
付
行
事
中
ゟ
書
状
到
来
、
評
議
之
上
返
書
出

ス
、
尤
仲
間
内
ゟ
下
向
之
衆
、
彼
地
外
本
や
江
直
売
不
被
致
候
様
仲
間

へ
及
通
達
候
、
触
書
相
認
候
こ
と
」
と
あ
る
。

　

　

藤
田
覚
「
近
世
後
期
の
情
報
と
政
治
―
文
化
年
間
日
露
紛
争
を
素
材

と
し
て
―
」（『
近
世
後
期
政
治
史
と
対
外
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
所
収
。
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
）。

　

　

佐
藤
悟
「
名
主
改
の
創
始
―
ロ
シ
ア
船
侵
攻
の
文
学
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
―
」（『
読
本
研
究
新
集
』
第
三
集
、
読
本
研
究
の
会
、
二
〇

〇
一
年
十
月
）。

　

　
「
一
札
之
事
」
に
つ
い
て
は
髙
木
元
「
江
戸
読
本
の
板
元
―
貸
本
屋

の
出
板
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
江
戸
読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式

攷
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
所
収
。
初
出
は
一
九
八
八
年
）
に

詳
し
い
。

　

14 13 12 11 10　
『
京
都
書
林
行
事
上
組
済
帳
標
目
』「
文
化
四
年
卯
九
月
ゟ
同
五
年
辰

正
月
迄
」（
宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦
編『
京
都
書
林
仲
間
記
録
』第
五
巻
、

ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
年
、
四
〇
二
頁
）
に
「
江
戸
仲
ヶ
間
外
江
直

売
致
間
敷
旨
一
統
相
触
候
一
件
」
と
あ
る
。
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15　
「
幕
府
時
代
届
申
渡
抄
録
」（
中
根
淑
校
『
百
万
塔
』
第
九
巻
、金
港
堂
、

24 23 22 21 20 19 18 17 16
一
八
九
二
年
、
三
五
頁
）。

　

　

宮
武
外
骨
著
『
筆
禍
史
』（
朝
香
屋
書
店
、
一
九
二
六
年
改
訂
増
補
第

四
版
）21 。

　

　
『
吾
妻
み
や
げ
』
お
よ
び
播
磨
屋
に
つ
い
て
は
、
松
永
瑠
成
「
貸
本

屋
の
諸
相
」（
博
士
論
文
「
貸
本
問
屋
の
研
究
」、
中
央
大
学
、
二
〇
二

二
年
三
月
所
収
）
で
詳
述
し
た
。

　

　
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』第
二
巻（
清
文
堂
出
版
、一
九
七
六
年
）所
収
。

　

　

口
上
書
の
内
容
は
『
差
定
帳
』
三
番
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八

巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
一
頁
）
に
記
載
。

　

　

口
上
書
の
内
容
は
『
差
定
帳
』
三
番
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八

巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
二
頁
）
に
記
載
。

　

　

山
口
佳
代
子
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
出
版
業
界
の
展
開
―
大
坂
本
屋

仲
間
の
視
点
か
ら
―
」（『
歴
史
評
論
』
第
五
四
七
号
、
校
倉
書
房
、
一

九
九
五
年
十
一
月
）。

　

　
『
差
定
帳
』
三
番
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八
巻
、
清
文
堂
出
版
、

一
九
八
一
年
、
二
〇
三
頁
）。

　

　

松
本
英
治
「
北
方
問
題
の
緊
迫
と
貸
本
『
北
海
異
談
』
の
筆
禍
―
文

化
期
に
お
け
る
幕
府
の
情
報
統
制
―
」（『
洋
学
史
研
究
』
第
十
五
号
、

洋
学
史
研
究
会
、
一
九
九
八
年
四
月
）
を
参
照
。

　

　

注

前
掲
論
文
に
お
い
て
、
山
口
佳
代
子
氏
は
『
出
勤
帳
』
九
番
、

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
二
十
日
の
条
か
ら
「
従
来
の
加
入
料
は
、

た
と
え
ば
寛
政
年
間
で
は
金
二
〇
〇
疋
に
銀
五
枚
と
定
め
ら
れ
」
て
い

た
と
し
、
朝
田
屋
ら
三
十
四
人
が
自
分
た
ち
よ
り
も
低
額
の
加
入
料
し

か
納
め
て
い
な
い
新
規
加
入
者
に
対
し
て
、「
切
も
無
之
」「
迷
惑
」
と

捉
え
る
向
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

　
「
方
角
組
分
」
お
よ
び
中
組
の
分
裂
に
つ
い
て
は
、
安
永
美
恵
「
七

　

　
『
差
定
帳
』
四
番
（

清
文
堂
書
店
、

一
九
八
一
年
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
）。

　

　

松
永
瑠
成
「
丁
子
屋
平
兵
衛
の
躍
進
―
貸
本
屋
世
話
役
か
ら
貸
本
問

屋
へ
―
」（
博
士
論
文
「
貸
本
問
屋
の
研
究
」

年
三
月
所
収
）
に
よ
る
。

（
ま
つ
な
が　

り
ゅ
う
せ
い
／

人
間
文
化
研
究
機
構
人
間
文
化
研
究
創
発
セ
ン
タ
ー
・
国
文
学
研
究
資
料
館
）

27 26 25
組
行
司
の
こ
と
な
ど
」（『
筑
紫
国
文
』
第
二
十
三
号
、
筑
紫
女
学
園
短

期
大
学
国
文
科
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八
巻
、

、
中
央
大
学
、
二
〇
二
二

図１　架蔵『吾妻みやげ』に
貼付された摺物

13　　江戸・大坂における貸本屋組合の成立


